
～平成28年度交付決定額： 39,543 千円 平成29年度申請額： 8,832 千円

 7 実施計画における目標と期待される効果 別紙①のとおり

 11 「歴史文化基本構想」の策定や「歴史的風致維持向上計画」の作成・認定に向けた計画の見込等

平成 33 年度

 10 その他事業（自主財源、民間団体、他省庁等からの補助（支援）を予定している事業など）

 9 その他計画実施により想定される効果（定性的な効果を記載）

 12 担当部局

文化遺産に対する取組みを市内全域に広げ、各地域住民の文化遺産に対する関心や意識を向上し、市民主導、愛
好家主導による文化遺産の保存や伝承、活性化につなげることが可能である。また、行政やNPO、市民団体、文化財
保護団体とが連携・協力体制を構築することで、各地域だけでなく市全域に取組みを広げることが可能である。ま
た、多くの観光客が訪れる犬山の魅力拡大に繋がり、観光客増加を見込むことができる。

犬山市歴史的風致維持向上計画 平成21年3月11日策定済み

地方公共団体
担当部局課

犬山市教育委員会 歴史まちづくり課

文化遺産総合活用推進事業 実施計画

愛知県・犬山市  2 補助事業の種類 1 都道府県・市区町村名

本実施計画に係る全体の企画・調整や各補助事業に係る指導等は以下の担当課が行う。
主な担当課：役割
教育委員会 歴史まちづくり課：文化財の取扱等に関する指導等

また、事業は次の団体が実施する。
犬山市文化遺産活用実行委員会（委員長：吉野正根）
構成団体（犬山市教育委員会、犬山伝統音楽研究会）

 3 実施計画の名称

 4 実施計画期間

犬山市文化遺産総合活用活性化事業

 6 実施体制

 5 実施計画の概要

犬山市全市博物館構想（平成14年策定）や歴史的風致維持向上計画（平成21年策定）を踏まえ、犬山市に固有の
文化遺産を活用した地域活性化や地元に根付く伝統文化の継承・発展を図るため以下の事業を実施する。
また、計画期間中、以下の事業を通じて、行政とNPO法人を始めとする民間団体、文化財保護団体及び地域住民に

よる文化財保存・活用のための連携・協力体制の確立を目指す。

地域文化遺産活性化

平成 29 年度 ～

事業概要： 特に無し

事業概要：

事業概要：

（2）実施事業の概要 2

（1）補助金額 8 補助事業の概要

様式１－１



年度

人 人 人 人 人 人

進捗状況１： 各年度、状況値、目標に対する達成率

平成 29 年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度 平成 34

28 年度 800,000 人 ⇒ 平成 33

目標区分１： 地域の文化資源を活用した集客・交流

評価指標区分１： 地域の文化遺産への来場者数 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標１： 市内文化財関連施設の入館者数 関連事業: ①③

年度 840,000 人目標値１： 平成

7 実施計画における目標と期待される効果 別紙

目標区分２： 伝統文化の継承体制の維持・確立

評価指標区分２：

設定根拠４： 近年の来犬者増加率を加味し、５％乗降車数が増加すると積算。

目標区分４： 地域の文化資源を活用した集客・交流

目標値３： 平成 28 年度 10 件 ⇒ 平成 33

年度

祭礼行事への参加住民数 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標２： 犬山祭の新たな担い手数 関連事業: ②④

目標値２： 平成 28 年度 0 人 ⇒ 平成 33 年度 30 人

人

設定根拠２： 事業実施に伴い、年間５～１０名程度担い手を増加することを想定。

進捗状況２： 各年度、状況値、目標に対する達成率

平成 29 年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度 平成 34

人 人

目標区分３： 地域の文化資源を核としたコミュニティの再生・活性化

評価指標区分３： 地域の文化遺産を活用した取組数（本事業の取組を除く） （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標３： 地域主体の文化遺産普及啓発事業 関連事業: ①②③④

人 人 人

年度 20 件

設定根拠３： 地域主体の文化遺産普及啓発事業（イベント等）の実施件数

進捗状況３： 各年度、状況値、目標に対する達成率

平成 29 年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度 平成 34 年度

件 件 件 件 件 件

具体的な指標４：
各文化遺産に隣接する最寄駅（市内全べての駅）の乗
降車数

関連事業: ①③

目標値４： 平成 28 年度 9,000,000 （単位） ⇒ 平成 33 年度 9,500,000 （単位）

評価指標区分４： 文化遺産が所在する最寄駅の乗降者者数 （具体的な指標は次のとおり）

（単位） （単位）

年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32

（単位） （単位）

設定根拠１： 平成28年度の市所管文化財関連施設への入館者数の伸び率約1.05倍を参考とする。

進捗状況４： 各年度、状況値、目標に対する達成率

平成 29 年度 平成 33 年度 平成 34 年度

（単位） （単位）

様式１－１別紙①



人 人 人

年度 平成 34 年度

人 人 人

30 年度 平成 31 年度 平成

平成 33 年度 600 人

進捗状況： 各年度、状況値、目標に対する達成率

平成 28 年度 200 人 ⇒

～ 平成 33 年度

事業概要：
犬山市内に残る災害関係の「伝承・物語」に隠された防災・教訓の見える化を図る事業を実施す
る。伝承を学び、現地をめぐる「災害歴史遺産」体験ワークショップの実施、紙芝居、寸劇等に
より災害記録の見える化、災害歴史遺産を改めて考えるパネルディスカッションを行う。

事業区分： 普及啓発 事業期間： 平成 29 年度

名名 名 名

33 年度 平成 34 年度

名 名

31 年度 平成 32 年度 平成

名

進捗状況： 各年度、状況値、目標に対する達成率

平成 29 年度 平成 30 年度 平成

名 ⇒ 平成 33 年度 100

評価指標区分： ・フェスティバル出演団体の保存会会員数 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標： 演奏会出演団体の保存会会員数

目標値： 平成 28 年度 0

～ 平成 33 年度

事業概要：
「犬山祭の車山行事」は十三輌の車山と三つの練り物で構成され、車山の運行に併せて太鼓や横
笛による祭囃子が演奏される。囃子で使われる横笛のうち「能管」に着目し、これまで祭りとと
もに伝承されてきた祭囃子の伝承と活性化を図るための演奏会を実施する。

事業②： 祭囃子活性化事業（演奏会） 実施団体： 犬山市文化遺産活用実行委員会

事業区分： 普及啓発 事業期間： 平成 29 年度

DLDL DL DL

33 年度 平成 34 年度

DL DL

31 年度 平成 32 年度 平成

DL

進捗状況： 各年度、状況値、目標に対する達成率

平成 29 年度 平成 30 年度 平成

DL ⇒ 平成 33 年度 4,000

アプリダウンロード数

目標値： 平成 28 年度 600

～ 平成 33 年度

事業概要：
市内の文化遺産を巡るコンテンツ「犬山たび」について既存コンテンツの多言語化を図り、日本
の文化に触れてもらう。また、作成したコンテンツをより広くPRするためのモニターツアーを併
せて実施する。

事業区分： 情報発信 事業期間： 平成 29 年度

 8（2）実施事業の概要 別紙

事業①： 犬山市文化遺産総合活用活性化事業 実施団体： 犬山市文化遺産活用実行委員会

32 年度 平成 33平成 29 年度 平成

具体的な指標： イベントの実施による歴史ファン及び事業への累計賛同者数

目標値：

・地域の文化遺産イベント等（本事業の取組を除く）における
ソーシャルキャピタル数（協賛企業・団体、賛同者等）

（具体的な指標は次のとおり）評価指標区分：

事業③：
いぬやま歴史物語「地域災害とその教訓を学
ぶ」

実施団体： 犬山市文化遺産活用実行委員会

評価指標区分： ・ホームページ閲覧数（ＰＶ数） （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標：

様式１－１別紙②



人人 人 人

33 年度 平成 34 年度

人 人

31 年度 平成 32 年度 平成

人

進捗状況： 各年度、状況値、目標に対する達成率

平成 29 年度 平成 30 年度 平成

人 ⇒ 平成 33 年度 30

評価指標区分： ・保存会会員数の変化（維持） （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標： 事業実施による祭りの新た担い手数

目標値： 平成 28 年度 0

～ 平成 33 年度

事業概要：
「犬山祭の車山行事」は十三輌の車山と三つの練り物で構成され、車山の運行に併せて太鼓や横
笛による祭囃子が演奏される。囃子で使われる「能管」に着目し、祭囃子の伝承と活性化を図る
ため、能管の仕組みや歴史、奏法の基礎を学習する講習会を実施する。

事業④： 祭囃子活性化事業（講習会） 実施団体： 犬山伝統音楽研究会

事業区分： 後継者養成 事業期間： 平成 29 年度


